　教員用　　学校組織・校務分掌を活用したＯＪＴ推進例
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	◆プロジェクトチームの編成

生徒指導部が中心となって自校の課題に対応するプロジェクトチームを編成する。

・プロジェクトチーム：学年生徒指導担当者，特別支援コーディネーター，教育相談担当，いじめ不登校対策担当，養護教諭，ＳＣ等

※プロジェクトチームは，学校の課題や問題に関するメンバーによって編成する。

※プロジェクトチームは，具体的な対応策を検討するとともに，対応の中心となる。

◇不登校対策プロジェクトチームの例

　不登校対策担当者がコーディネーター役となって会を運営する。

・週末に短時間で会議を持ち，現状の報告と振り返り，次週の対応を協議・確認する。
※コーディネーター役がポイントを絞って会を進行する。

※メンバーは常に担任の相談役となり，バックアップ体制をとる。

※校内における受け入れの仕方について立案し，会議の内容とともに全教職員の共通理解と協力を求める。

■いじめ対策プロジェクトチームの例

　いじめ対策担当者がコーディネーター役となって会を運営する。

※問題対策のみにならないよう，具体的な事例（想定される事例等）を取り上げ，予防的に働くように努める。

※各学年の生徒指導に生かせるように具体的な例を示す。
	◆校長・教頭へ：プロジェクトチームの構成について相談する。

◆校長・教頭へ：プロジェクトチームで取り上げる課題や，全教職員への周知の仕方について相談する。

◇■校長・教頭へ：会議への参加を依頼する。専門機関や学校生活支援巡回相談の活用について相談する。

◇■校長・教頭へ：ケースによって，専門機関との連絡・調整を依頼する。



自校の課題に対応するプロジェクトチームを編成し，具体的な対応策についての検討を通してチームの構成メンバーを育てる『生徒指導主事・生徒指導主任』





生徒指導主任・生徒指導主事３





左:推進例　と　右：働き掛け　は　◆◇■等の印で対応





活用できるセンター研修・訪問研修等





【基本的な研修３】　　・生徒指導研修　　・いじめ･不登校対策研修









